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１．１．海上システムにおける航空貨物の取扱いについて
第２回合同WGにおいて提案した「海上・航空貨物情報連携の考え方」に対し、WG委員から提

出された意見等を基に検討をした結果、「海上システムにおける航空貨物の取扱いについて」は、

区 分 概 要 備 考

１ 個別検討事項 海上システムにおける航空貨物の取扱いについて

以下のとおり見直しを行う。

１．個別検討事項 海上システムにおける航空貨物の取扱いについて

２．現行仕様 ・航空システムでは航空貨物のみの取り扱いであるのに対して、海上システ
ムでは海上貨物及び航空貨物の取り扱いが可能であるムでは海上貨物及び航空貨物の取り扱いが可能である。

・海上システムでは、航空貨物を登録して輸出入申告まで行うことが可能で
ある。

３．見直しの経緯
（利用者の要望等）

・NACCSは、上流から下流までの一気通貫型のシステムで、一連の業務を
連携して処理することが大きなメリ トであるが 現在 以下のパタ（利用者の要望等） 連携して処理することが大きなメリットであるが、現在、以下のパター
ンの処理があり、メリットが活かされていない。
⇒海上システムで航空貨物を登録した場合は、輸出入申告まで実施可能

であるが、搭載等の後続業務を行うことができない。
⇒航空システムで到着した貨物を海上システムで輸入通関処理をする場

合、海上システムでシステム外搬入の手続きを行う必要がある。

４．次期仕様 ①海上システムで航空貨物を扱う機能を廃止し、海上貨物は海上システムで、
航空貨物は航空システムで処理することにより、一気通貫処理を原則と
するする。

②イレギュラーケースとして、以下の２ケースについては、システムにおけ
る連携機能を提供する。
・当初海上貨物として輸出する予定であったが、航空機で搭載することに
なった輸出貨物
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・当初海上貨物として日本に船卸され、航空機で搭載する仮陸揚貨物

５．その他



１．輸出貨物における問題点等の整理１．輸出貨物における問題点等の整理

海上システムで航空貨物を登録し輸出許可まで受けた後、空港蔵置場に向けて保税運送し、空港で搭載業務
を行う場合 搭載蔵置場ではシステム外からの搬入扱いとなる システム外搬入業務による航空システムへのを行う場合、搭載蔵置場ではシステム外からの搬入扱いとなる。システム外搬入業務による航空システムへの
入力作業が必要なため、誤入力のおそれがあるとともに、搬入時の登録作業に時間を要するなど、システムの
メリットが十分に活かされていない。

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

【海上システム・輸出】 【航空システム・輸出】

海上貨物 航空貨物

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

航空貨物

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

＝海上

＝航空

（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ）

海上システムで登録した貨

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

バ グ情報登録

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録

海上システムで登録した貨
物情報が､いったん途切れて
しまう。

バンニング情報登録
（ＶＡＮ）

ＣＹ搬入確認登録
（ＣＹＡ）

搬出確認登録（輸出許可済）

（ＢＯＣ）

個別搬入確認登録
（ＢＩＩ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ等）

搬入確認登録
（ＢＩＬ）

海上システム外へ搬出
（ＣＹＡ）

船積情報登録
（ＣＬＲ）

（ＢＩＩ）

搭載完了登録
（ＣＬＢ）空港蔵置場において航空シ

ステムの個別搬入業務で全
項目を入力

（ＢＩＬ）

搭載完了登録
（ＣＬＡ/ＣＬＢ）

船積確認登録
（ＣＣＬ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

搭載完了
（ＣＬＥ）
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２．海上システムで輸出航空貨物を扱うデメリット２．海上システムで輸出航空貨物を扱うデメリット

海上システムで航空貨物を登録し、輸出許可を受けた後に空港搭載蔵置場に運送して搭載業務を行う場合、以
下のデメリットがある。

比較項目 海上 航空 デメリット

入力項目 ３９項目 ２３項目 海上システムは入力項目が多く、また多く
の項目を入力しても 航空システムには引の項目を入力しても、航空システムには引
き継げない（参考1）

登録単位 貨物登録業務 １件ずつＥＣＲ業務で登録 ５０件ずつＣＤＢ業務で登録 海上は１件ずつしか登録できない（参考
2）

搬入業務 １件ずつＢＩＣ業務で登録 １件ずつＢＩＩ業務で確認するか
ＢＩＬ業務で搬入伝票またはＬＤ
Ｒ単位で５０件までまとめて登録

海上は１件ずつしか登録できない（参考
2）

搬出業務 ＢＯＣ業務で２０件まとめて登
録

ＥＸＡ業務で２０件まとめて登録。
ＭＡＷＢとのリンクを登録してい
ればＭＡＷＢも可能

登録件数は同じであるが、海上はMAWB-
HAWB貨物の登録ができない

搭載蔵置場における搬入業務 システム外搬入としてＢＩＩで システム内としてＬＤＲ番号単位 情報がいったん切れるので 気通貫のメ搭載蔵置場における搬入業務 システム外搬入としてＢＩＩで
１件ずつ全項目を入力

システム内としてＬＤＲ番号単位
で入力

情報がいったん切れるので、一気通貫のメ
リットがない
システム外搬入による航空システムへの入
力作業が必要なため、誤入力のおそれがあ
るとともに、搬入時の登録作業に時間を要
するする
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（参考（参考11）入力項目）入力項目
ＣＤＢ（航空貨物）の入力
項目

ＥＣＲ（海上貨物）の入力
項目海上システムと航空システムでは、以下のとおり貨物情報登録業務

の入力項目が異なる
搬入予定年月日
搬入予定保税蔵置場
搬入伝票作成要否
航空貨物代理店
搬入伝票番号
ＡＷＢ番号（50回繰返し）

貨物識別

処理区分コード
Ｎ－Ｓ/Ⅰ番号
輸出管理番号
輸出者コード
輸出者名
申告予定者コード
品名

航空貨物のみ入力している項目

の入力項目が異なる。

貨物識別
搬入個数
搬入重量
積込港
仕向地
航空会社
混載業

品名
総個数
個数単位コード
総重量
重量単位コード
総容積
容積単位コ ド

搬入伝票関連
搬入伝票に関連する項目を入力する。

航空貨物代理店関連
航空貨物代理店に関連する項目を入力する 混載業

代理店営業所
通関依頼先
輸出申告予定年月日
ＭＡＷＢ番号
貨物種別
総個数

容積単位コード
船会社コード
積載予定船舶コード
積載予定船舶名
航海番号
入港年月日
積出港コード

航空貨物代理店に関連する項目を入力する。

海上貨物のみ入力している項目

重量・個数関連
が

総個数
総重量
許可・承認等番号
特殊貨物番号
品名

以上２３項目

積出港コ ド
出港予定年月日
船卸港コード
荷受形態コード
荷渡形態コード
社内整理番号
荷主リファレンスナンバー

航空貨物は、重量は「KG」、個数もナンバー（ＮＯ）のみであるが、海上は
ＫＧＭ、ＴＮＥ、ＬＢＲの３種類、個数も包装種別コード（77コード）から選
択することとなっているほか、容積も入力している。
荷受形態・荷渡形態

海上貨物は、輸送形態によって、荷受形態コード・荷渡形態コードを入力し
記事
最終仕向地コード
ブッキング番号
危険貨物等コード
貨物種別
搬入予定先コード（5回繰返

）

海上貨物は、輸送形態によって、荷受形態コ ド 荷渡形態コ ドを入力し
ている。
記号・番号

海上貨物は、記号番号を入力している。
船舶コード・船舶名

海上貨物は 予定船舶コード・予定船舶名のほか 航海番号や入港年月日を し）
搬入予定年月日
経由地コード
搬入予定個数
搬入予定重量
搬入予定容積
記号番号

海上貨物は、予定船舶コード・予定船舶名のほか、航海番号や入港年月日を
入力している。
社内整理番号等

海上貨物は、輸出貨物情報登録業務を行う時点では、貨物を特定するための
キー項目がないため、NACCSで輸出管理番号を払いだしてキー項目として利
用 るが 番号と荷主や 力者 管理情報とをリ クさせるため 社 記号番号

入庫管理番号
搬入個数

以上39項目

用しているが、この番号と荷主や入力者の管理情報とをリンクさせるため、社
内整理番号や荷主リファレンスナンバー、入庫番号を入力している。

4



（参考（参考22）処理方式）処理方式

航空貨物は、小口貨物が多いため、１回のＣＤＢ業務で５０件のＡＷＢをまとめて登録が可能である。
また それらをまとめた搬入伝票を作成する機能があり 搬入確認業務はＬＤＲでまとめて行うことができるまた、それらをまとめた搬入伝票を作成する機能があり、搬入確認業務はＬＤＲでまとめて行うことができる。
さらに通関蔵置場からの搬出業務は混載仕立業務を行うことにより、ＭＡＷＢ番号単位で行うことが可能である

のに対し、海上では１件ずつの処理、入力が必要である。

MAWB/HAWB
輸出貨物情報登録

（ＣＤＢ） 搬入伝票番号等

５０件の貨物情報をまと
めて登録

搬入伝票番号で搬

一括搬入確認登録
（ＢＩＬ）

搬入伝票番号で搬
入業務が簡易

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ等）

一括搬入確認登録
（ＢＩＬ）

ＬＤＲ番号等で搬
入業務が簡易
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３．輸入貨物における問題点等の整理３．輸入貨物における問題点等の整理

航空貨物として到着し、航空システムで貨物情報登録をしたのち、海上システムでシステム外搬入をしてから輸
入通関 許可を受ける 海上システムでは システム外搬入確認業務による入力作業が必要となるため 誤入力の入通関・許可を受ける。海上システムでは、システム外搬入確認業務による入力作業が必要となるため、誤入力の
おそれがあるとともに、搬入時の登録作業に時間を要するなど、システムのメリットが十分に活かされていない。

積荷目録情報登録
（ＭＦＲ）

【海上システム・輸入】 【航空システム・輸入】

海上貨物

ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ/ＨＣＨ）

航空貨物

ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ/ＨＣＨ）

航空貨物

（ ）

積荷目録提出
（ＤＭＦ）

（ / ）

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ/ＨＰＫ）

（ / ）

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ/ＨＰＫ）

船卸確認登録
（ＰＫＩ/ＰＫＫ）

保税運送申告

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録

システムの貨物情報がいった
ん途切れ、海上システムでシス
テム外からの搬入確認業務を行
う必要がある。

保税運送申告
（ＯＬＣ）

ＣＹ搬出確認登録
（ＣＹＯ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

システム外保税運送到着確認
（ＣＡＴ）

システムの貨物情報が
途切れてしまう。

（ＣＹＯ）

輸入申告
（ⅠＤＡ/ⅠＤＣ）

輸入申告

システム外搬入確認
（ＢＩB）

システム外への保税運送とな
るため、到着地税関における保

輸入申告

搬入確認登録（保税運送貨物）

（ＢＩA）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

輸入申告
（ⅠＤＡ/ⅠＤＣ）

るため、到着地税関における保
税運送の到着確認業務が必要。
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輸入申告
（ＩＤＡ/ＩＤＣ）



４．次期４．次期NACCSNACCSにおける方針における方針

海上システムにおける航空貨物の取り扱いを廃止し、航空貨物は航空システム、海上貨物は海上システムで
処理する。

このため、現在、海上システムで航空貨物を扱っている利用者は、輸出入に関する業務を航空システムで実
施するための対応が必要となる。

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

海上貨物

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

航空貨物

積荷目録情報登録
（ＭＦＲ）

【輸入】

海上貨物

【輸出】

ＡＷＢ情報登録等
（ / ）

航空貨物

（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ・ＢＩＩ）

（ＭＦＲ）

積荷目録提出
（ＤＭＦ）

（ＡＣＨ/ＨＣＨ）

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ/ＨＰＫ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

バンニング情報登録

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録

船卸確認登録
（ＰＫＩ/ＰＫＫ）

保税運送申告
（ＯＬＴ）

バンニング情報登録
（ＶＡＮ）

ＣＹ搬入確認登録
（ＣＹＡ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ等）

個別搬入確認登録
（ＢＩＩ）

保税運送申告
（ＯＬＣ）

ＣＹ搬出確認登録
（ＣＹＯ）

搬入確認登録（保税運送貨物）

（ＢＩN）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

（ ）

船積情報登録
（ＣＬＲ）

（ ）

搭載完了登録
（ＣＬＢ）

（ＣＹＯ）

輸入申告
（ＩＤＡ/ＩＤＣ）

（ＢＩN）

搬入確認登録（保税運送貨物）

（ＢＩA）

船積確認登録
（ＣＣＬ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

7

輸入申告
（ＩＤＡ/ＩＤＣ）



５．イレギュラーケースへの対応５．イレギュラーケースへの対応

航空貨物は航空システム、海上貨物は海上システムで処理することが大前提となるものの、イレギュラーケー
スとして、以下の２ケースについては、システムにおける連携機能を提供し、利便性を向上させる。

【イレギュラーケース①】
当初海上貨物として輸出する予定であったが、航空機で搭載することになった輸出貨物

【イレギュラーケース②】【イレギュラ ケ ス②】
当初海上貨物として日本に船卸され、航空機で搭載する仮陸揚貨物

8



６．イレギュラーケース①の現行フロー６．イレギュラーケース①の現行フロー

当初海上貨物として輸出する予定であったが、航空機で搭載することになった輸出貨物の現行フロー

搬入前 海上保税蔵置場 航空会社保税蔵置場

貨物情報登録 搬入 申告 搬出 搬入確認 搭載

通
関
業
・
フ
ォ
ワ
ー

ＥＣＲ

ＥＤＡ／ＥＤＣ ＨＤＦ

ー
ダ
ー

保
税
蔵
置
場

ＢＩＣ ＢＯＣ BII業務の呼出しによる
連携機能は使用せず、
マニ アルのLDRを確マニュアルのLDRを確
認しながら、最初から
貨物情報を入力してい
るのが実情

航
空
会
社

ＣＬＢＢＩＩ

マニュアル

LDR
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７．イレギュラーケース①の次期フロー７．イレギュラーケース①の次期フロー

当初海上貨物として輸出する予定であったが、航空機で搭載することになった輸出貨物につい
て、海上貨物の搬出、航空貨物への切替えおよびLDRの作成を一括で行う海空連携業務を新設て、海上貨物の搬出、航空貨物への切替えおよびLDRの作成を 括で行う海空連携業務を新設
する。
なお、当該新規業務について、通関業・フォワーダーか保税蔵置場のどちらが実施するかは今
後検討する。

搬入前 海上保税蔵置場 航空会社保税蔵置場

貨物情報登録 搬入 申告 搬出 搬入確認 搭載

通
関
業 ＥＣＲ業
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

ＥＣＲ

ＥＤＡ／ＥＤＣ ＨＤＦ（仮）ＣＨＧ１１

海
上
保
税

ＢＩＣ （仮）ＣＨＧ

どちらが業務を実施する
方が、スムーズな運用と
なるか今後検討する

税
蔵
置
場 海上貨物の搬出、航空貨物へ

の切替えおよびLDRの作成を
一括で行う

出力されたLDRにより、一括

航
空
会
社

ＣＬＢＢＩLLDR

搬入を行う

社
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８．イレギュラーケース②の現行フロー８．イレギュラーケース②の現行フロー

当初海上貨物として日本に船卸され、航空機で搭載する仮陸揚貨物の現行フロー

ＣＹ ＣＦＳ 航空会社保税蔵置場

搬入・搬出
搬入

デバンニング

保税運送申告

（仮陸揚貨物）
搬出 搬入確認 搭載

通通
関
業
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ

ＯＬＣ ＨＤＦ

ダ
ー

ＳＡＴ業務を実施しないと貨
物情報と保税運送申告情報が
滞留する

Ｃ
Ｆ
Ｓ

ＢＩＡ ＢＯＡCYから

仮陸揚貨物の連携機能は
ないため、最初から貨物
情報を入力している

航
空
会
社 ＣＬＢＢＩＩ

マニュアル

LDR
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９．イレギュラーケース②の次期フロー９．イレギュラーケース②の次期フロー

当初海上貨物として日本に船卸され、航空機で搭載する仮陸揚貨物について、輸出貨物と同様
に、海上貨物の搬出、航空貨物への切替えおよびLDRの作成を一括で行う海空連携業務を新設

ＣＹ ＣＦＳ 航空会社保税蔵置場

に、海上貨物の搬出、航空貨物への切替えおよびLDRの作成を 括で行う海空連携業務を新設
する。

搬入・搬出
搬入

デバンニング

保税運送申告

（仮陸揚貨物）
搬出 搬入確認 搭載

通
関
業
・・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

ＯＬＣ ＨＤＦ（仮）ＣＨＧ１１

どちらが業務を実施する

Ｃ
Ｆ
Ｓ

ＢＩＡ （仮）ＣＨＧ

ち 業務を実施する
方が、スムーズな運用と
なるか今後検討する

CYから

Ｓ

海上貨物の搬出、航空貨物へ
の切替えおよびLDRの作成を
一括で行う

出力されたLDRにより、一括
搬入を行う

航
空
会
社

ＣＬＢＢＩLLDR
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